
畜産高度化支援リース事業

１ 事業の目的

畜産経営における家畜排せつ物の利活用の推進及び環境整備、食肉や生

乳流通の効率化・合理化に必要な施設等の導入をリース方式で支援するこ

とにより、我が国畜産の安定的発展を図る。

２ 事業の内容

（１）堆肥保管施設整備リース事業

耕畜連携による堆肥の利用促進を図るため、畜産農家等に対して、耕

種農家が利用するための堆肥を一時的に保管するのに必要な堆肥保管庫

等の貸付を行う （貸付物件の購入費の１／２を助成 ）。 。

（２）畜産環境整備リース事業

畜産農家等に対して、環境整備に必要な施設等の貸付を行う。

（３）食肉販売等合理化施設整備リース事業

食肉処理、加工、販売事業者等に対して、食肉流通の合理化、衛生基

準の高度化等に必要な施設等の貸付を行う。

（４）生乳流通効率化支援リース事業

生産者団体、牛乳販売業者等に対して、生乳等の流通の効率化に必要

な施設等の貸付を行う。

３ 事業実施主体 （一財）畜産環境整備機構

４ 貸付枠 ３，７５５百万円

（うち （１）の事業の貸付枠：２，０００百万円）、
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